
東京2020オリンピック

聖火リレー
東京2020オリンピック

３月25日に福島県からスタートした東京２０２０聖火リレーが、常陸太田市にやってきます。今聖火リレーのコンセプトは
「Hope Lights Our Way／希望の道を、つなごう。」です。支えあい、認めあい、高めあう心でつなぐ聖火の光が、新し
い時代の日の出となり、人々に希望の道を照らしだします。

常陸太田市 東京2020オリンピック聖火リレーについて

観覧時における新型コロナウイルス対策へのご協力のお願い

発表済ランナー

● 開催日時：７月４日（日）　午後4時20分～午後4時40分
● 開催場所：竜神大吊橋
● 聖火ランナー：６人（約200ｍ×６区間）

聖火リレーを観覧される際には、新型コロナウイルス感染症対策にご留意いただき、特に密を避け、広がっての観覧
にご理解とご協力をお願いします。
また、聖火リレーの模様はNHK聖火リレー専用サイトで中継されますのでぜひご覧ください。

＊新型コロナウイルス感染症の感染状況により、聖火リレーの縮小、または中止になる場合もあります。 

● 聖火ランナーの後方を伴走するサポートランナー：19人（市内19小中学校より各１人選出）

白石美帆氏…ＮＨＫ連続テレビ小説「ひよっこ」出演。いばらき大使。（常陸大宮市出身）
井上峰子氏…朝ドラ「ひよっこ」のモデルとなった村独自の聖火リレーを立案した旧里美村長の家族。（常陸太田市在住）
櫻井由子氏…難病の家族を持つ母親。病気と闘っている人に生きる力を伝えるため応募。（常陸太田市在住）

NHK聖火リレー専用サイト

https://sports.nhk.or.jp/olympic/torch/

マスクの着用 体調不良の場合は観覧しない 大声を出さない 距離を取る 接触確認アプリの活用

希望の道を、つなごう。    ◆問：企画課企画係（内線311・312）
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交通規制が行われます

＊リレールート直近の道路は、車両
の通行が禁止されます。迂回等は現
場の警察官・係員の指示に従ってく
ださい。
＊水府物産センター前の第一駐車場
は利用できません。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、会場（竜神大吊橋）へ入場する車
両の制限を行います。ご迷惑をおかけしますが、皆さんのご理解とご協力
をお願いします。

オリンピック
女子サッカー

３位決定戦ペアチケット
プレゼント

オリンピック・パラリンピック開催を記念し、オリンピック女子サッカー
３位決定戦のペアチケットを抽選で5組(10人)にプレゼントします。

◆プレゼント詳細：
８月５日（木）開催 女子サッカー3位決定戦 ペアチケット５組10枚 Ｄ席
◆対象：常陸太田市民の方
◆応募方法：
●ネット申込…市ホームページの入力フォームからお申し込みください。
●はがき…次の内容を記入の上、郵送してください。

◆応募期限：7月2日（金）
＊当日消印有効

◆抽選方法・当選者、注意点について：●応募はひとり１回限りとさせていただきます。同一人物の重複応募が判明した場合、当
選は無効とします。●応募者の中から厳正な抽選・審査の上、当選者を決定します。●当選通知後7日以内に連絡がない場合、当
選が無効になる場合があります。
●チケットは、市役所企画課で本人確認の上、直接手渡しするものとします（郵送はしません）。●当選で獲得された権利は、第
三者に譲渡することはできません（転売、譲渡の禁止）。●抽選・審査結果に関するお問い合わせにはお答えできませんので予め
ご了承ください。●新型コロナウイルス感染症の感染状況による無観客試合や規模縮小等により、サッカーの観戦ができなく
なる場合もありますので、ご了承ください。
◆個人情報の取扱について：応募された方の個人情報は厳重に管理します。また、当選者以外のデータは、当選者の確定後（チ
ケット引渡し後）に、破棄します。

竜神ダム

水府物産センター

第二駐車場

第三駐車場
竜っちゃん乃湯

水府
竜の里公園

第四駐車場

木精の鐘
（竜神カリヨン）

竜神湖

県
道
常
陸
太
田
大
子
線

33

竜神大吊橋
入口

スタート....竜神大吊橋駐車場
ゴール.......竜神大吊橋料金所

ゴール

スタート

規制予定時間
午後4時頃～午後5時10分頃

規制箇所
リレールート

表面　（宛先）〒313-8611　金井町3690番地 常陸太田市役所企画部企画課　
裏面　 応募者の住所、氏名（2人分）、電話番号、生年月日、年齢、性別、職業
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中間管理事業の仕組み

貸したい人(出し手)

農地中間管理機構

借りたい人(受け手)
規模拡大等を検討する方

規模縮小や農地の相続でお困りの方

＊農地のマッチングとは
●出し手からお預かりした農地の情報を基に、受け手を事業で探します。
●賃料等の条件が整えば、中間管理機構が借り受ける手続きを行います。

農地を借りるメリット…

農地を貸すメリット…

必要手続き…借受希望申込書を提出

必要手続き…貸付希望申出書を提出

●長期(10年)の借入により、安定した営農が可能です。
●地代は機構にまとめて支払い、機構が出し手それぞれに支払います。
●耕作ができなくなった場合、次の受け手を機構が探します。

●貸付期間満了時、農地は出し手に戻ります。
また、継続して貸し付けることもできます。
●設定した地代は機構から確実に支払われます。

●農地のマッチング（＊）を行います。
●賃借の事務手続きは、機構が行います。
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農政課農地計画係（内線612）
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農政課に行って 
相談してみっか。

農政課に相談してください。 
条件を確認して、農地中間管理機構が 
担い手と農地をマッチングします。 

手続きも簡単すぎ。 

俺も年だから今年で農業やめんだよ。 
田んぼも畑もどうすっぺ。 



「
行
革
」で
変
わ
る
常
陸
太
田
市
の
未
来

将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
自
治
体
経
営
を
行
う
た
め
、市
で
は
、令

和
２
年
３
月
に「
行
政
改
革
大
綱（
令
和
２
〜
６
年
度
）」を
策
定
し
、取

り
組
ん
で
い
ま
す
。今
号
で
は
、そ
の
取
り
組
み
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆問：総務課総務行政係（内線３２５・３３９）

○公営企業の経営健全化（水
道・簡易水道事業、工業用
水道事業、下水道事業等）

○第三セクターの経営健全化
○指定管理者の適正管理お
よびモニタリングの強化

○水道光熱費の削減

公営企業の経営健全化
地方公営企業など市が出資する団体
について、独立採算の基本原則に則
り、事業の経済性を高め、一般会計へ
の依存を低下しながら経営の健全化
を図るとともに、市民サービスの向上
に努めます。

○指定管理者および民間企
業等への委託推進

民間企業等への委託推進
民間等の活力により市民サービスの
向上が期待できる事務事業について、
委託や指定管理者制度などを推進し
ます。

○自主財源の収納率向上
○未利用財産の売却

自主財源の確保
広告収入やふるさと納税の積極的展
開、未利用財産の処分等の推進、新た
な財源確保の検討などにより、自主財
源の確保に努めます。

○公共施設等総合管理計画
の推進

公有財産の整理合理化
公共施設・インフラの老朽化が進行す
る中、市が所有する公共施設等の全
体を把握し、長期的視点をもって公共
施設等の更新・統廃合・長寿命化など
を計画的に行えるよう公共施設等総
合管理計画を推進します。

○定員適正化計画の推進
○給与の適正化

定員・給与の適正化
働き方改革を推進するとともに、簡素
で効率的な執行体制の確保を実現す
るため、組織の合理化、事務・事業の
整理、職員の適正配置を進め、時間外
勤務の削減、給与の適正化を図りま
す。

○適切な事業管理と行政評
価システムの活用

事業の整理合理化
事務事業評価システムでPDCAを活
用し、総合計画をベースとし、事務事
業における達成目標の定量化と効果
の把握を行い、それを基礎として、必
要性・効率性・有効性の評価を行える
体制を充実させ、翌年度施策内容や
予算の適正な反映を行います。

第三セクターの経営健全化
第三セクターなど市が出資する団体
について、独立採算の基本原則に則
り、事業の経済性を高め、一般会計へ
の依存を低下しながら経営の健全化
を図るとともに、市民サービスの向上
に努めます。

○債権管理の適正化推進

効率的な徴収体制の構築
納付方法多様化等による納付環境整
備や、関係部署や関係行政機関との
徴収事務の知識や手法の共有化およ
び連携強化により、債権管理の適正
化を推進し、収納率向上を図るため
の効率的な徴収体制を構築します。

経費の削減
限られた経営資源の中で、社会経済情勢の変化や複雑化・多様化する市民ニーズ
に的確に対応していくため、市民の視点を取り入れた評価を行い、事業の必要性
や市民の満足度、事業主体の妥当性、事務の効率化など、事務事業の改善や見直
しを図ることで、経費の削減を図ります。

広報・広聴活動の充実
市政情報をはじめ地域情報などの提
供については、広報紙やお知らせ版、
出前講座、ホームページ、SNSなどが
重要な役割を担っているため、多様
化している情報媒体の充実と活用に
努めます。

市民参画機会の充実
市政懇談会やお気づき箱、パブリック
コメント、インターネット等により政
策などの意思決定過程における市民
参画機会の確保を図り、市民の意見
の反映に努めます。

○ホームページ・SNS等の
情報発信の強化

○パブリックコメント制度の
活用
○市民団体等との連携によ
る市民参画機会の確保

市民窓口サービスの向上
窓口の改善・接遇研修等の実施、事
務処理の迅速化により、市民窓口
サービスの向上を図ります。

デジタル技術の活用・事務の効率化
デジタル技術を活用し、窓口事務の
一層の利便性と利用者の視点に立っ
た行政サービスの向上、増大する業
務や複雑化する行政課題に対応する
ため、行政事務の効率化・迅速化、
ペーパーレス化など業務プロセスの
効率化を図ります。

○窓口サービスの向上

○電子申請・届出等の推進
○電子決裁・ペーパーレス化の推進
○AI・RPAの活用

快適な職場環境づくり
ワーク・ライフ・バランスを推進し、働
きやすい職場環境、事務改善、長時間
労働の削減、年次休暇および育児・介
護休暇等の取得促進、健康管理・相
談体制の充実を図ります。

危機管理体制の整備
市民の安心と安全の確保を図るた
め、災害時等に迅速かつ的確な対応
が可能な危機管理体制を整えます。
また、地域と連携して市民への防災
意識の普及・啓発や、自主防災組織の
活動を支援し、組織力の強化に努め、
災害に対する備えを行います。○定期的な健康診断や相談

体制の充実
○ワーク・ライフ・バランス
の推進

○自主防災組織の活動支援
○防災体制の整備

人材の育成
国・県などの行政機関および研修専門
機関・民間企業への派遣研修を通して
専門知識の習得や能力の向上を図り
ます。また、各職場においてOJTが推
進されるよう、若手職員の指導役とな
る中堅職員を対象としたOJT研修を実
施し、日常の業務を通して人材の育成
が図れる職場環境づくりに努めます。

柔軟性・機動性のある組織体制
政策目標や行政課題に応じた横断的
な取り組みを強化するとともに、市民
ニーズや社会情勢の変化に即応し、
災害の緊急時にも迅速に対応できる
組織機構を構築します。

○OJTの強化推進
○階層別研修等の実施
○職員提案制度の充実
○職員の派遣研修・人事交
流の推進

○効率的な組織運営
○政策目標に対応した適正
な人員配置
○人事評価制度の評価結果
の反映

○職員相互応援体制の整備

市行政改革大綱 将来にわたり持続可能な行財政経営基盤の確立

基本方針

効果的・効率的な行政経営

● 組織機能の向上・強化

自主性・自立性の高い財政経営

主要事項

● 市民協働の推進 ● 職員の資質向上

● 公営企業等の経営健全化・委託推進

● 安定的な財源の確保 ● 財源の適正管理
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防災対策課（内線351）問 備えあれば
憂いなし！我が家の防災

竜神ダムはどうやって洪水を調節するの？

竜神ダムは、一定の量だけ流れる放流管により下流へ
流出する量を制限し、残りの水をダム湖にため込むこ
とで、山田川の急激な水位の上昇を防ぐ役割を果たし
ています。昨年から、さらに大規模な洪水が予測され
る時には事前にダムに溜めた水を放流し、水位を下げ
ておくことで、より多くの水量を溜められるようにして、
洪水調節能力を強化しています。

ダムがこれ以上水を溜められなくなった時に、ダムの決壊を防ぐため、ダムに入ってくる水を溜めずに、
そのまま流して『ダムへの流入量＝ダムからの放流量』にすることを言います。ダムに溜まった水を流
すのではなく、ダムが無いのと同じ状態にするのです。

◆問：県常陸太田工事事務所河川整備課（80-3364）、竜神ダム管理事務所（87-0653）

大雨の際、ダムは河川の洪水量を低減させるなどの大切な役割を果たしています。

大雨時の竜神ダムの役割

異常洪水時防災操作いわゆる　　　　とは？緊急放流ダム豆知識

■事前放流のイメージ
▽洪水時最高水位

▽常時満水位

▽最低水位

洪水調節容量

事前放流実施後の
      洪水調節容量

事
前
放
流

急激な河川の
水位の上昇を
防ぎます！

溜まる量（60）

入る量（100）

下流への
流量を低減
下流への
流量を低減

流す量（40）

入る量（100）

流す量（100）

水を溜めながら
下流へ放流

洪水時のダム（洪水調節操作）
ダムに貯水し川への放流量を減らす

＞ダムに入る水 ダムからの放流 ＝ダムに入る水 ダムからの放流

異常洪水時のダム（異常洪水時防災操作）異常洪水時のダム（異常洪水時防災操作）
ダムが無いのと同じ状態（緊急放流）

洪水時最高水位
これ以上溜められない状態

＊入る量以上に流すことはありません
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エコミュージアム通信 文化課（☎72-3201）
　
伊
勢
神
社
を
訪
れ
る
と
ま
ず
黄
金

色
の
鳥
居
と
立
派
な
し
め
縄
が
目
に

入
り
ま
す
。
こ
の
し
め
縄
は
、
毎
年

年
末
に
氏
子
総
代
で
手
作
り
し
て
い

る
も
の
で
す
。

伊
勢
神
社
の
歴
史
は
古
く
、
大
同
２

（
８
０
７
）
年
に
創
祀
、
康
平
５
年
に

源
義
家
が
（
八
幡
太
郎
義
家
）
再
興

し
て
陸
奥
国
平
定
を
祈
願
し
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
、
義
家
は
神

告
を
聞
き
、
平
帛
・
御
旗
・
神
宝
を

奉
献
し
山
上
の
岩
上
に
鎮
祭
し
た
そ

う
で
す
。
そ
の
後
、
治
承
４
年
、
佐

竹
隆
義
は
神
宝
を
奉
っ
て
本
社
お
よ
び

境
内
諸
社
を
修
理
し
ま
し
た
が
、
弘

安
４
年
に
風
雨
に
よ
り
、
山
上
の
天

岩
戸
が
崩
壊
し
て
社
殿
等
が
大
破
し

た
た
め
、
山
上
か
ら
山
下
の
現
在
地

今
月
は
花
房
町

ちょっと
寄り道

伊
勢
神
社

に
社
殿
を
移
し
て
再
建
し
た
そ
う
で

す
。祭
神
は
天
照
大
神
、天
手
力
男
命
、

万
幡
豊
秋
津
姫
命
で
、
相
殿
に
花
房

姫
命
を
祀
っ
て
お
り
、
花
房
姫
命
は
こ

の
隆
義
の
時
に
合
祀
さ
れ
た
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
元
禄
６
年
、
徳
川

光
圀
公
が
西
山
へ
ご
隠
棲
な
さ
れ
る

と
、
伊
勢
神
社
へ
し
ば
し
ば
ご
参
拝

さ
れ
、
渡
辺
主
馬
と
い
う
祠
官
の
家

に
も
立
ち
寄
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
感

激
し
た
渡
辺
主
馬
が
「
ち
は
や
ぶ
る

神
と
云
ふ
神
の
中
に
恵
も
深
き
西
山

の
月
」
と
い
う一首
を
奉
る
と
、
徳
川

光
圀
公
か
ら
は
「
西
山
の
峯
に
と
ど

ま
る
月
か
げ
の
光
ぞ
宇
つ
る
国
の
花

房
」
と
給
わ
っ
た
そ
う
で
す
。
春
夏
秋

冬
そ
れ
ぞ
れ
の
情
緒
を
楽
し
め
る
伊

勢
神
社
へ
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

紹介者

花房町
石﨑拓也さん
安達智美さん
（旧姓：渡邉）

伊勢神社

東
一
町
野
辺
家（
山
林
堂
）資
料（
令
和
３
年
１
月
寄
贈
）

■
水
府
煎
餅
の
焼
型
・
販
売
用
の
箱

寄
贈
資
料
の

ご
紹
介

寄
贈
資
料
の

ご
紹
介

郷
土
資
料
館
で
は
随
時
、
資
料
の
寄
贈
・
寄
託
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
令
和

２
年
度
に
寄
贈
い
た
だ
い
た
資
料
か
ら
、
数
点
ず
つ
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
野
辺
家
は
東一町
の
街
道
沿
い
に
面
し
て

店
を
構
え
、
裏
手
に
主
屋
や
石
蔵
、
喫
茶

店
を
有
し
て
い
ま
し
た
。
明
治
初
期
よ
り

「
山
林
堂
」
と
い
う
菓
子
店
を
営
み
、
６

代
目
ま
で
続
く
長
い
歴
史
を
持
っ
て
い
ま

す
。
残
念
な
が
ら
令
和
２
年
12
月
に
店
を

畳
み
、
土
地
・
建
物
を
整
理
す
る
運
び
と

な
り
、
主
に
石
蔵
の
中
に
お
さ
め
ら
れ
て

い
た
資
料
の一部
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
山
林
堂
と
い
え

ば
、
当
地
の
特
産

品
だ
っ
た
水
府
煙

草
の
葉
を
模
し
た

「
水
府
煎
餅
」
が

思
い
出
さ
れ
ま

す
。

　
昭
和
11
年
、
太
田
町
役
場
建
設
に
あ
た

り
多
額
の
寄
付
を
し
た
太
田
町
出
身
の
商

人 

梅
津
福
次
郎
に
対
し
て
、
当
時
太
田
尋

常
小
学
校
６
年
生
だ
っ
た
山
口
少
年
が
、

感
謝
の
手
紙
と
と
も
に
、
自
分
の
お
小
遣

い
で
買
っ
た
「
水
府
煎
餅
」
を
贈
っ
た
そ
う

で
す
。
添
え
ら
れ
た
手
紙
に
は
「
御
老
人

様
皆
々
様
で
食
べ
て
く
だ
さ
い
」
と
書
か

れ
て
い
ま
し
た
。
な
ん
と
も
微
笑
ま
し
い
エ

ピ
ソ
ー
ド
で
す
ね
。

▲
水
府
煎
餅

◀
焼
型
と
箱

▲昭和30年代の山林堂

▲令和3年1月撮影

資
料
の
寄
贈
・
寄
託
を
検
討
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
文
化
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
す
べ
て
の
資
料
を
お
預
か
り
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い

（
資
料
の
鑑
定
は
行
い
ま
せ
ん
）。

文
化
課
（
☎
72-

3
2
0
1
）

梅
津
会
館
だ
よ
り
　



18

INFORMATION
事 

例
ア
ド
バ
イ
ス

消
費
生
活
相
談

◆
問
：
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
市
民
協
働
推
進
課
内 

70
‐
１
３
２
２
）

ス
マ
ホ
の
通
信
費
が
前
月
よ
り
２
万
円
ほ
ど
高
か
っ

た
の
で
、
携
帯
電
話
会
社
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

自
分
の
ス
マ
ホ
か
ら
海
外
に
Ｓ
Ｍ
Ｓ
を
送
信
し
て

い
た
と
判
明
し
た
。
数
カ
月
前
に
「
荷
物
を
預
か
っ

て
い
る
」
と
い
う
Ｓ
Ｍ
Ｓ
が
届
き
、Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
タ
ッ
プ
し
た
。

そ
の
と
き
に
不
審
な
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
し
ま
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。

宅
配
便
業
者
を
装
っ
た
Ｓ
Ｍ
Ｓ

Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク
セ
ス
し
な
い
で

宅
配
便
業
者
の
不
在
通
知
を
装
っ
て
送
ら
れ
て
く
る
Ｓ
Ｍ

Ｓ（
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
）
に
、
偽
サ
イ
ト

に
誘
導
す
る
た
め
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、

ア
ク
セ
ス
し
た
こ
と
で
、
自
分
の
ス
マ
ホ
が
不

正
利
用
さ
れ
る
と
い
う
被
害
が
お
き
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｍ
Ｓ
で
不
在
通
知
が
届
い
て
も
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
Ｕ
Ｒ

Ｌ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。ア
ク
セ
ス
し
て
し
ま
っ

た
場
合
は
、
不
審
な
ア
プ
リ
が
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
い
な

い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
、
暗

証
番
号
等
の
個
人
情
報
を
入
力
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
困
っ

た
と
き
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

各
地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
や
活
動
を
し
て
い
る

公
民
館
と
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
代
表
者
を
紹
介
し
ま
す
。

＊
敬
称
略

【
常
陸
太
田
地
区
】

太
田
公
民
館
：
小
倉
敏
行

機
初
公
民
館
：
宮
原
輝
夫

西
小
沢
公
民
館
：
岡
部
昌
見

幸
久
公
民
館
：
宇
野
保
雄

佐
竹
公
民
館
：
小
林
護

誉
田
公
民
館
：
中
村
和
幸

佐
都
公
民
館
：
大
津
敏
雄

世
矢
公
民
館
：
磯
野
伸
之

河
内
公
民
館
：
根
本
洋一

【
金
砂
郷
地
区
】

郡
戸
公
民
館
：
綿
引
優

金
砂
公
民
館
：
菊
池
明
徳

久
米
の
郷
住
み
良
い
地
域
を
つ
く
る
会
：
石
井
彰

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
金
郷
：
堆
勝一

【
水
府
地
区
】

山
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
：
小
林
正
典 

染
和
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
：
和
田
範
政 

天
下
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
：
小
川
守

高
倉
地
域
づ
く
り
の
会
：
井
上
幸
則

【
里
美
地
区
】

小
里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会
：
高
星
隆
夫

賀
美
を
愛
す
る
会
：
大
森
芳
信

令
和
３
年
度
公
民
館
長
、

地
域
コ
ミ
ュニ
ティ
会
長
を
紹
介
し
ま
す

４
月
１
日
付
け
で
、
佐
藤
信
照
さ
ん
（
小

中
町
）
が
市
消
防
団
長
に
任
命
さ
れ
ま

し
た
。
佐
藤
さ
ん
は
、
昭
和
47
年
４
月

里
美
村
消
防
団
に
入
団
し
、
消
防
団
員

と
し
て
今
年
50
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

今
後
も
地
域
に
お
け
る
消
防
・
防
災
活

動
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
消
防
団
の
発
展

の
た
め
、
さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

新
し
い
消
防
団
長
を

紹
介
し
ま
す
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＊ご案内の内容は中止・変更になる場合があります。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
目
的
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
維
持
・
増
進
お
よ
び
体
力
向

上
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
活
動
の
お
手
伝
い
が
必
要
な
と
き
は
、
お
近
く
の
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
ま
た
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
73
‐
０
０
９
０
）
へ
お
気
軽
に
声
を
お
か
け
く
だ
さ
い
。

市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
を
紹
介
し
ま
す

令和３・４年度 市スポーツ推進委員（敬称略）

常陸太田
地区

金砂郷
地区

水府地区

里美地区

直江 克也

豊田 悦男

塩原 英子

大内 隆

舟橋 みち子

小林 むつ子

根本 正則

石川 義雄

椋野 京子

瀬谷 幸枝

山口 克弘

久保木 靖子

田辺 正敏

佐川 栄充

宮本町

西三町

西宮町

内田町

落合町

藤田町

藤田町

天神林町

新宿町

新宿町

春友町

亀作町

真弓町

町屋町

石井 東海男

齊藤 正一

安 由起子

綿引 益満

鴨志田 幸江

熊谷 正行

須藤 典昭

栗原 洋一郎

富田 正一

岡崎 紀喜

茅根 栄

會澤 富士子

石澤 昌治

大西 一雄

石川 容司

髙倉 仁

鈴木 靖則

興野 千賀子

久米町

大平町

松栄町

中野町

小島町

箕町

下利員町

岩手町

上利員町

赤土町

和田町

松平町

西染町

天下野町

天下野町

小妻町

小中町

上深荻町

近
年
、
主
食
用
米
の
国
内
需
要
は
、
少

子
高
齢
化
や
食
生
活
の
変
化
等
に
よ
り
、

全
国
ベ
ー
ス
で
毎
年
約
10
万
ト
ン
程
度

の
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
消
費
が

落
ち
込
み
、
全
国
的
に
在
庫
量
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
米
価
の
大
幅
な
下
落
が

懸
念
さ
れ
る
な
か
で
、
米
価
の
安
定
を

図
る
た
め
、
飼
料
用
米
等
へ
の
転
換
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
す
で
に
田

植
が
終
了
し
た
主
食
用
米
で
も
、
６
月

30
日
ま
で
に
変
更
手
続
き
を
行
え
ば
、

飼
料
用
米
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
が
で

き
、
作
付
面
積
に
応
じ
て
交
付
金
が
支

払
わ
れ
ま
す
。
需
要
に
応
じ
た
米
の
生

産
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

◆
問
：
常
陸
太
田
地
域
農
業
再
生
協
議

会
（
80
‐
７
０
８
０
）

主
食
用
米
か
ら
飼
料
用
米
等
へ

転
換
し
ま
し
ょ
う

常陸太田市からのお知らせ

19



常陸太田市からのお知らせ

● 里美支所 82-2111　● 水府支所 85-1111 20

総合福祉会館、生涯学習センターで集団健診（予約制）を実施します

◆予約が必要となる健診

◆予約方法

健康診査名 対象者（年齢は令和4年3月末時点） 健診料

生活習慣病予防健康診査 20歳～39歳の方 1,000 円

後期高齢者健康診査 後期高齢者医療制度加入者 無料

特定健康診査
40歳以上の国民健康保険加入者

40歳以上の社会保険加入者＊

1,000 円

加入している健康保険により異なります

＊国保以外（社会保険等）に加入している方は、加入する医療保険者（健康保険証を発行している機関）または事
業所等から発行される受診券が必要になりますので、必ず医療保険者等に確認してからお申し込みください（市の健
診会場で受診できない場合や自己負担金・検査項目が異なる場合があります）。

会場内の 3密を避けるため、受診人数を制限して実施します。皆さんに安心・安全な健診を受けていただくため、ご
理解・ご協力をお願いします。

次のどちらかの方法でご予約ください。予約は先着順ではありません。申込多数の場合は抽選となります。

【ネット予約】
随時受付中です。日程表（21ページ）記載の電話予
約受付期間の各終了日まで予約可能です。市ホー
ムページで「健診ネット予約」と検索するか、または
下のQRコードを読み取り、該当の
ページに記載された手順に沿って
ご予約ください。
＊ネット予約の利用はメールアドレ
スが必要になります。

【電話予約】
日程表（21ページ）記載の電話予約受付期間内にご予
約ください。
●受付時間：午前9時～正午、午後1時～4時（土日除く）
●申：国民健康保険加入の方（40歳以上）…保険年金課
国保係（内線 104・113）／
後期高齢者医療制度加入の方… 保険年金課年金医療
係（内線105）／39歳以下の方・社会保険加入の方…健
康づくり推進課（73-1212）

◆集団健診時に受診できるがん検診
検診名 申込方法対象者（年齢は令和４年３月末時点）

肺がん検診（X線）
（６５歳以上の方は結核
検診を含む）

40歳以上の方（胸部ＣＴ検診受診者を除く） 集団健診受診時に
健診会場で
お申し込みください。

65歳以上の方（胸部ＣＴ検診受診者を除く）

肝炎
ウイルス検診

30歳以上でこれまで検査を受けたことの
ない方

肺がん検診（喀痰） 50歳以上の方（特に喫煙者）

検診料

500円

大腸がん検診
（便潜血反応検査）
＊２日分の便を採って
検査

30歳以上の方500円

無料

500円

500円

500円

1,000円前立腺がん検診 50歳以上の男性で治療を受けていない方

B型

C型

昨年度受診した方には個
別通知します。
＊新規の方は事前に、健
康づくり推進課へお申し
込みください。

＊がん検診のみ受診した
い方は日程表（21ペー
ジ）記載の電話予約受付
時間内に、健康づくり推進
課へお申し込みください。



＊ご案内の内容は中止・変更になる場合があります。

● 金砂郷支所 76-2111　● 常陸太田市役所 72-311121

実施日 実施会場 電話予約受付期間（土日を除く）
7月29日（木） 総合福祉会館

6月22日（火）～6月30日（水）

8月16日（月） 総合福祉会館
8月24日（火） 生涯学習センター
8月25日（水） 総合福祉会館
8月26日（木） 総合福祉会館
8月27日（金） 総合福祉会館
8月30日（月）★ 総合福祉会館 【1日女性の日】
8月31日（火） 総合福祉会館
9月22日（水） 生涯学習センター
9月24日（金） 総合福祉会館
10月22日（金） 総合福祉会館
10月24日（日）★ 総合福祉会館
11月20日（土）★ 総合福祉会館

7月27日（火）～8月4日（水）
11月22日（月）★ 総合福祉会館 【1日女性の日】
11月30日（火） 総合福祉会館
12月10日（金） 生涯学習センター

ご都合のよい日時を選び、ご予約ください。
開始時間：午前9時～・10時～・11時～・午後1時～・2時～（★の日は午後3時も実施）

◆健診日時・会場

7月6日（火）～7月14日（水）

◆問：39歳以下・社会保険加入の方、大腸がん検診を希望する方…健康づくり推進課（73-１２１２）
40歳以上の国民健康保険加入の方…保険年金課国保係（内線１１３）
後期高齢者医療制度加入の方…保険年金課年金医療係（内線１05）

医療機関でも、市の受診券を使って健診が受けられます !

医療機関で定期受診している方は、医療機関での健診受診もご検
討ください。受診できる医療機関や検査内容については、健康づ
くりガイドと5月25日発行のお知らせ版をご確認ください。

・39歳以下の方
・40歳以上の国保加入の方
・後期高齢者医療制度加入の方

対
象
者

◆
と
き
：
７
月
８
日
（
木
）
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
（
受
付　
午
前
９
時
30
分

〜
）

◆
と
こ
ろ
：
市
役
所
本
庁
４
階
全
員
協

議
会
室

◆
相
談
員
：
水
戸
北
年
金
事
務
所
職
員
、

社
会
保
険
労
務
士

＊
共
済
年
金
に
つ
い
て
は
、
お
答
え
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
持
参
す
る
物
：
年
金
関
係
の
書
類
（
年

金
証
書
、
年
金
手
帳
等
、
年
金
の
種
類
・

加
入
期
間
の
わ
か
る
も
の
）

＊
代
理
の
方
が
相
談
す
る
場
合
に
は
、

委
任
状
が
必
要
で
す
。

◆
申
込
方
法
：
前
日
ま
で
に
電
話
で
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
（
完
全
予
約
制
）。

＊
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◆
申
：
水
戸
北
年
金
事
務
所
（
０
２
９
‐

２
３
１
‐
２
２
８
３
）

◆
問
：
保
険
年
金
課
年
金
医
療
係
（
内

線
１
１
７
・
１
１
８
）

年
金
相
談
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常陸太田市からのお知らせ
＊ご案内の内容は中止・変更になる場合があります。

● 里美支所 82-2111　● 水府支所 85-1111

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
、
コ

ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
と
同
様
の
操
作

で
、
住
民
票
等
の
証
明
書
の
交
付
申
請

が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
す
。
窓

口
で
の
本
人
確
認
や
申
請
書
の
記
入
が

不
要
と
な
り
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
証
明

書
が
取
得
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

◆
利
用
開
始
日
時
：
７
月
１
日
（
木
）

午
前
８
時
30
分
〜

◆
利
用
時
間
：
平
日
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
（
毎
週
水
曜
日
は
午
後

７
時
30
分
ま
で
延
長
）

＊
土
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
お
よ
び
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
時
は
除
く

◆
設
置
場
所
：
市
役
所
本
庁
１
階
市
民

課
・
各
支
所
窓
口

◆
利
用
で
き
る
方
：
市
に
住
民
登
録
が

あ
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
利
用

者
証
明
用
電
子
証
明
書
が
搭
載
さ
れ
た

も
の
）
を
お
持
ち
の
方

◆
取
得
で
き
る
証
明
書
：
住
民
票
（
個

人
番
号
・
住
民
票
コ
ー
ド
入
り
は
除
く
）、

印
鑑
登
録
証
明
書
、
課
税
証
明
書
、
所

得
証
明
書

◆
手
数
料
：
１
件
に
つ
き
３
０
０
円
（
住

民
票
に
つ
い
て
は
同一世
帯
4
人
ま
で
ご

と
に
３
０
０
円
）

◆
利
用
方
法
：
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
端
末
機
の

操
作
だ
け
で
申
請
で
き
ま
す
。
手
順
は

次
の
と
お
り
で
す
。

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
端
末
に
か

ざ
し
、
数
字
４
桁
の
暗
証
番
号
を
入
力
。

画
面
に
従
っ
て
操
作
し
ま
す
。

②
操
作
が
完
了
し
た
ら
、
発
行
さ
れ
る

受
付
票
を
受
け
取
り
ま
す
。

③
窓
口
で
呼
ば
れ
た
ら
、
手
数
料
を
支

払
い
、証
明
書
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
ご
利
用
上
の
注
意

・
個
人
番
号
や
住
民
票
コ
ー
ド
の
記
載
が

必
要
な
方
、
手
数
料
が
免
除
と
な
っ
て
い

る
方
は
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
返
金
お
よ
び
証
明
書
の
差
し
替
え
は
で

き
ま
せ
ん
。

・住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、通
知
カ
ー
ド
、

印
鑑
登
録
証
で
の
ご
利
用
は
で
き
ま
せ

ん
。

・
暗
証
番
号
の
入
力
を
３
回
間
違
え
た

場
合
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
ご
利
用
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
暗
証

番
号
の
再
設
定
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
本
人
が
窓
口
で
再
設
定
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

◆
問
：
市
民
課
市
民
窓
口
係
（
内
線
１

３
２
）

新
し
い
保
険
証
は
、
７
月
末
日
ま
で
に

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
は
簡
易
書

留
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

は
特
定
記
録
郵
便
で
お
送
り
し
ま
す
。

な
お
、
市
役
所
本
庁
・
各
支
所
の
窓
口

で
の
受
け
取
り
も
可
能
で
す
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
た
め
、

郵
便
で
の
受
領
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
保
険
証
は
被
保
険
者
の
証
明
で

あ
り
、
医
療
を
受
け
る
際
に
必
要
で
す
。

大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
窓
口
で
受
け
取
り
を
希
望
す
る
方
】

７
月
２
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
等
で
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

＊
昨
年
窓
口
で
受
け
取
ら
れ
た
方
に
つ
い

て
も
、
今
年
度
窓
口
受
け
取
り
を
希
望

さ
れ
る
場
合
に
は
改
め
て
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

◆
交
付
期
間
：
７
月
15
日
（
木
）
〜
30

日
（
金
）

◆
交
付
場
所
：
保
険
年
金
課
、
各
支
所

◆
持
参
す
る
物
：
受
領
す
る
方
の
身
分

証
明
書
（
運
転
免
許
証
等
）、
印
鑑
（
ス

タ
ン
プ
印
を
除
く
）

＊
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
に
つ
い
て

は
、
原
則
と
し
て
世
帯
主
の
方
に
交
付

し
ま
す
。
世
帯
主
以
外
の
方
が
受
け
取

り
に
来
る
場
合
は
、
代
理
人
の
身
分
証

明
書
と
世
帯
主
の
委
任
状
を
必
ず
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

◆
問
：
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
…
保

険
年
金
課
国
保
係
（
内
線
１
１
２
・
１

１
３
・
１
１
４
）
／
後
期
高
齢
者
医
療

に
つ
い
て
…
保
険
年
金
課
年
金
医
療
係

（
内
線
１
１
７
・
１
１
８
）

「
窓
口
申
請
受
付
サ
ー
ビ
ス
」

が
始
ま
り
ま
す

８
月
１
日
か
ら
国
民
健
康
保
険
と

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
証
が

新
し
く
な
り
ま
す



1
9
6
1
年
の
創
業
以
来
60
年
に
わ
た

り
自
動
車
用
発
電
機
の
製
造
を
行
っ
て
い

る
岩
瀬
屋
製
作
所
。
日
立
ア
ス
テ
モ
株

式
会
社
の
協
力
企
業
と
し
て
人
々
の
生

活
に
欠
か
せ
な
い
自
動
車
の
心
臓
部
で

あ
る
発
電
機
や
Ｅ
Ｖ
車
（
電
気
自
動
車
）

用
イ
ン
バ
ー
タ
部
品
を
中
心
に
生
産
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
エ
ン
ジ
ン

を
ス
タ
ー
ト
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
る
製

品
の
部
品
や
電
気
自
動
車
の
モ
ー
タ
回

転
数
を
制
御
す
る
製
品
の
部
品
、Ｃ
Ｖ
Ｔ

（
無
段
変
速
機
）
に
使
用
さ
れ
て
い
る
部

品
な
ど
、
多
く
の
自
動
車
用
部
品
を
生

産
。
製
造
工
程
に
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉｏ
Ｔ
と

い
っ
た
先
端
技
術
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

人
と
先
端
技
術
の
協
働
に
よ
る
生
産
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
が

安
心
し
て
安
全
に
自
動
車
に
乗
れ
る
よ

う
支
え
て
く
れ
る
「
任
せ
て
安
心
」
な

地
元
企
業
で
す
。

自
動
車
用
部
品
な
ら
、

「
任
せ
て
安
心
」

常
陸
太
田
市
に
は
、
各
分
野
で
活
躍
す
る

輝
く
企
業
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
そ
ん
な
輝
く
企
業
の
「
魅
力
」

を
ご
紹
介
！
地
元
就
職
を
考
え
て
い
る
学

生
さ
ん
も
必
見
で
す
！

株式会社岩瀬屋製作所
[ 本社 ] 宮本町 394

《企業データ》
代表者：小又元之
資本金：1200万円
TEL：72-3131

常
陸
太
田
の

　
　
　
　
　   

を

紹
介
し
ま
す
！

輝
く
企
業
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のぞみこども園
たんぽぽ組

火
の
用
心
！

マ
ッ
チ
一
本

火
事
の
も
と
！



市内に住所を有する令和２年７月生まれのお子さん（8月号掲載分）
7月１2日（月）
お子さんの氏名（ふりがな）・性別・生年月日・住所、応募者（保護者）の氏名、電話番号
広報広聴課　〒313-8611 常陸太田市金井町 3690（内線 303・304）

満１歳のお子さんの写真大募集！！
１歳の記念にお子さんやお孫さんの写真を市報に掲載してみませんか？右下の QR コードを読み込んで
スマートフォンで撮影した写真を送ってください。「市ホームページ」→「広報・広聴」→「広報」→「はじめての
誕生日申し込み」からでも OK です。もちろんプリントした写真を郵送していただいても大丈夫！！下記の
広報広聴課までお送りください。＊応募された写真は返却いたしませんのでご了承ください。

対　　象
〆　　切
必要事項
問

市にも新型コロナのワクチンが配送され、各医療機関へとお届けしています。ご自身や家族の健康を守るためにも
積極的な接種の検討をお願いします。一日でも早く新型コロナウイルスが終息する事を願うばかりです。

表紙に
よせて

広報ひたちおおた　発行／常陸太田市　編集／広報広聴課　72-3111（内線 303・304）

荒井夏桜ちゃん6月5日生まれ／磯部町

かのん

篠原環英くん6月3日生まれ／東二町

かんえい

阿部絢海ちゃん6月15日生まれ／中城町

あやみ

細井颯真くん6月24日生まれ／木崎一町

そうま早川縁ちゃん6月17日生まれ／寿町

より

舘陽彩くん6月16日生まれ／増井町

ひいろ

関紬生ちゃん6月28日生まれ／真弓町

つむぎ
萩谷紀仁くん6月20日生まれ／栄町

きひと

久保木律くん6月12日生まれ／亀作町

りつ

おめでとうございます

はじめての
お誕生日6月で１歳です


